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 「東北大学における公正な研究推進のための研究倫理教育実施指針」（2016 年，統括研

究倫理推進責任者裁定，附属表 1「研究倫理に関するキャリア・ステージ別学習参照基準」

参照）にもとづき，本研究科における研究倫理教育を以下のように定める。 

 
1. 対象 

・3 年次以上の学部学生（レベル 2） 

・博士課程前期学生（経済経営学専攻・会計専門職専攻）（レベル 3） 

・博士課程後期学生（レベル 3） 

・博士研究員（レベル 4） 

・新規着任教員（レベル 4） 

・教員（レベル 5） 

 
2. 使用教材 

・一般財団法人公正研究推進協会(APRIN, Association for the Promotion of Research 

Integrity)の e-learning プログラム（eAPRIN） （日本語版・英語版） 

 やむを得ない事情により上記を用いることができない場合には，以下で代替すること

ができる。 

・日本学術振興会『科学の健全な発展のために』 

書籍版：丸善出版，2015（900 円＋税） 

日本語 PDF 版：https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf 

英語 PDF 版：https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri_e.pdf 

・そのほか，上記 2 点に相応する教材 

 
3. 実施手順 

3.1. 学部 3 年次学生 

・指導教員は，学部演習において該当する学生に，前期セメスター中に eAPRIN によ
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り所定のコースを受講・修了するよう促す。受講・修了状況は，研究倫理委員会が任

命した APRIN 成績管理者が確認する。APRIN 成績管理者は受講した学生の氏名と

学籍番号を確認し，研究倫理委員会と総務企画係に報告する。研究倫理委員会は各演

習の受講・修了状況を指導教員と共有する。 

3.2. 博士課程前期 1 年次学生（経済経営学専攻経済経営リサーチコース） 

・「研究方法論」（正課，4 月および 10 月開講）の担当教員は，同講義を履修する学生

に，開講セメスター中に eAPRIN により所定のコースを受講・修了するよう促す。

受講・修了状況は，研究倫理委員会が任命したAPRIN成績管理者が確認する。APRIN

成績管理者は受講した学生の氏名と学籍番号を確認し，研究倫理委員会と総務企画

係に報告する。研究倫理委員会は各演習の受講・修了状況を「研究方法論」担当教員

と共有する。 

3.3 博士課程前期 1 年次学生（経済経営学専攻高度グローバル人材コース=GPEM） 

・GPEM 実施運営委員会の担当教員は，該当する学生に入学後 1 か月以内に eAPRIN

により所定のコースを受講・修了するよう促す。受講・修了状況は，研究倫理委員会

が任命した APRIN 成績管理者が確認する。APRIN 成績管理者は受講した学生の氏

名と学籍番号を確認し，研究倫理委員会と総務企画係に報告する。研究倫理委員会は

各演習の受講・修了状況を GPEM 実施運営委員会と共有する。 

3.4. 博士課程前期 1 年次学生（会計専門職専攻） 

・担任教員は，該当する学生に，前期セメスター中に eAPRIN により所定のコースを

受講・修了するよう促す。受講・修了状況は，研究倫理委員会が任命した APRIN 成

績管理者が確認する。APRIN成績管理者は受講した学生の氏名と学籍番号を確認し，

研究倫理委員会と総務企画係に報告する。研究倫理委員会は各担当教員と，担当する

学生の受講・修了状況を共有する。 

3.5. 博士課程後期 1 年次学生 

・指導教員は，担当する学生に，進学・編入学後最初のセメスター中に eAPRIN によ

り所定のコースを受講・修了するよう促す。受講・修了状況は，研究倫理委員会が任

命した APRIN 成績管理者が確認する。APRIN 成績管理者は受講した学生の氏名と

学籍番号を確認し，研究倫理委員会と総務企画係に報告する。研究倫理委員会は各指

導教員と，担当する学生の受講・修了状況を共有する。 

3.6. 博士研究員 

・研究倫理委員会は，該当する研究員に採用後 1 か月以内に eAPRIN により所定のコ

ースを受講・修了するよう促す。受講終了後，研究倫理委員会は，受講した研究員の

氏名と学籍番号を確認して，総務企画係に報告する。 

3.7. 新規着任教員 

・着任後 1 カ月以内に，eAPRIN により所定のコースを受講・修了する。受講終了後，



研究倫理委員会は，受講した教員の氏名を確認して総務企画係に報告する。 

3.8. 教員 

・最低でも 5 年に一度，eAPRIN により所定のコースを受講・修了する。併せて，研

究倫理 FD に参加する。研究倫理委員会は，受講者と FD 参加者の氏名を確認して，

総務企画係に報告する。 

 
4. 受講すべきコース 

1. 受講すべきコースは以下のとおりとする。 

学部 3 年次学生：東北大学経済学部・学部生コース 

博士課程前期 1 年次学生（経済経営学専攻経済経営リサーチコース）：東北大学大学院

経済学研究科・前期課程 1 年コース 

博士課程前期 1 年次学生（経済経営学専攻高度グローバル人材コース=GPEM）：東北

大学大学院経済学研究科・前期課程 1 年コース 

博士課程前期 1 年次学生（会計専門職専攻）：東北大学大学院経済学研究科・前期課程

1 年コース 

博士課程後期 1 年次学生：東北大学大学院経済学研究科・後期課程 1 年コース 

博士研究員：東北大学大学院経済学研究科・教員／研究員コース 

新規着任教員：東北大学大学院経済学研究科・教員／研究員コース 

教員：東北大学大学院経済学研究科・教員／研究員コース 

 

 
5. 備考 

1. 本指針は「当面の〈競争的資金の採択・応募時のおける研究倫理教育〉の実施方針」

（2015 年 9 月 17 日）の改訂版という意味を有する。 

2. 1・2 年次の学部学生の研究倫理教育については，高度教養教育・学生支援機構が担当

部署となる。 

3 研究倫理教育の実施・受講にかかる事務処理手続きについては，エビデンスの問題を考

慮し，当面のあいだ基本的に以下のとおりとする。 

.1.  eAPRIN の手続き 

・総務企画係は，構成員が eAPRIN を受講するために必要な手続きをおこなう。 

2. 記録と保存 

・総務企画係は，研究倫理委員会の指示に基づき，構成員の eAPRIN 受講状況の記

録・保存・点検・受講促進の事務を行う。 


